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議会だより

そでが らう
市 議 会

ガ
ウ
ラ

袖ケ浦市マスコットキャラクター「ガウラ」

市税条例等改正 医療費控除の特例　ほか ２～３
陳情（受動喫煙防止、内房線の安全） ４～５
委員会レポート ６～７
地域活性化推進特別委員会を設置 ほか ８
議決結果 ９

10人が市政を問う　一般質問 10～15
新広報委員紹介 15
トピックス（本会議傍聴、庁舎整備視察）
３月定例会の予定 16

12
月
定
例
会

受け継がれる
� 伝統行事

飽
あき
富
とみ
神社�筒

つつ
粥
がゆ

今年の粥占の結果
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人
事
院
及
び
千
葉
県
人
事
委
員
会
の
給
与

改
定
勧
告
を
受
け
、
一
般
職
職
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
引
上
げ
る
条
例
改
正
が
上

程
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
常
勤
特
別
職
等
の

Q
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
期
末

手
当
を
審
議
し
な
い
根
拠
に
つ
い
て
。

A
条
例
で
は
、
期
末
手
当
を
審
議
対

象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
改
正

は
、
特
別
職
に
つ
い
て
も
一
般
職
に

準
じ
て
、
人
事
院
勧
告
等
に
よ
り
示

さ
れ
た
民
間
と
の
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

Q
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
報
酬
等

審
議
会
で
諮
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
他
市
に
お
い
て
事
例
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
近
隣

市
等
状
況
の
変
化
が
あ
れ
ば
必
要
に

応
じ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
市
民
に
負
担
を
求
め
て
い
る
が
、

増
額
の
改
正
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
。

A
過
去
に
は
期
間
限
定
で
自
ら
削

減
を
行
い
ま
し
た
。
期
末
手
当
は
、

官
民
格
差
の
是
正
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
別
に
考
え
て
い
ま
す
。

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
１
ヶ
月
分
引

上
げ
る
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

討
論
の
後
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

特
別
職
及
び
議
員
の

　
　
　
期
末
手
当
引
上
げ

12
月
定
例
会

会
期
　
11
月
29
日（
火
）
～
12
月
19
日（
月
）

21
日
間

条
例
改
正 
８
件

指
定
管
理
者
の
指
定
（
ゆ
り
の
里
） 
１
件

補
正
予
算 
６
件

人
事
案
件
（
教
育
委
員
会
委
員
） 

１
件

陳
情 

２
件

発
議
案 

２
件

　
　

合
計 

20
件

賛成
討論

反対
討論

◆
近
隣
市
に
お
い
て
も
同
様
に
一
般
職
の
改

正
に
伴
っ
た
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

対
象
と
し
て
い
な
い
の
も
同
様
の
た
め
、
適

正
と
考
え
賛
成
す
る
。

◆
近
隣
市
の
動
向
も
見
な
が
ら
報
酬
等
審
議

会
の
検
討
も
行
う
と
の
見
解
も
あ
る
た
め
、

妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

◆
市
は
58
億
円
の
財
源
不
足
と
し
て
、
持
続
可

能
な
財
政
構
造
確
立
の
た
め
の
集
中
的
取
組
み

を
実
施
し
市
民
に
負
担
を
求
め
て
い
る
中
で
、

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
慎
重
な
審
議
が

必
要
だ
と
判
断
す
る
の
で
反
対
す
る
。

◆
第
三
者
の
審
査
を
経
る
こ
と
な
く
無
条
件

に
実
施
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、
期
末
手

当
も
報
酬
等
審
議
会
の
審
議
対
象
に
加
え
る

よ
う
条
例
の
改
正
を
求
め
て
反
対
と
す
る
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
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奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

検
診
や
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
個
人
を

対
象
に
、
平
成
29
年
か
ら
平
成
33
年
の
所
得

の
申
告
に
お
い
て
、
一
部
の
一
般
用
医
薬
品

（
※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）
の
年
間
購

入
額
１
万
２
千
円
を
超
え
た
分
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
の
申
告
に
お
い
て
医
療
費
控
除
の
特

例
と
し
て
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
・
上
限
金
額

８
万
８
千
円
）

従
来
の
医
療
費
控
除
と
、
こ
の
特
例
は

併
用
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
一
方
と

な
り
ま
す
。

　医師によって処方される医療
用医薬品から、ドラッグストア
で購入できる一般用医薬品に転
用された医薬品です。
　類似の医療用医薬品が保険給
付対象外の物は除きます。

■厚生労働省のホームページに
対象品目一覧があります。内容
は定期的に更新されるそうです。

　

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
１

年
延
長
。
平
成
29
年
度
課
税
分
も
軽
減
措

置
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
な

ど
、
類
似
の
奨
学
資
金
と
併
せ
て

借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
が
平
成
30
年
度
か
ら

学
校
推
薦
に
よ
り
約
２
万
人
を
対

象
に
返
還
不
要
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
を
導
入
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
が
、
こ
ち
ら
と
の
併
用
も
可
能

で
す
。

◆
借
受
人
が
死
亡
も
し
く
は
災
害
、

病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

が
あ
る
と
き
に
、
借
受
人
本
人
か

ら
だ
け
で
な
く
、
相
続
人
又
は
連

帯
保
証
人
か
ら
も
免
除
の
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
の
質

疑
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

奨
学
資
金
の
貸
付
要
件
緩
和

類
似
の
奨
学
資
金
と
併
用
可
能
に

市
税
条
例
等
一
部
改
正

主
な
改
正
内
容

区分 国公立（貸付金額） 私立（貸付金額）

高等学校、中等教育学校の後期課程、特
別支援学校の高等部、高等専門学校また
は専修学校の高等課程に在学する者

月額 10,000 円 以内 月額 20,000 円 以内

大学、短期大学、または専修学校専門
課程に在学する者 月額 22,000 円 以内 月額 43,000 円 以内

グリーン化特例の軽自動車税軽減率

対象・要件等（３輪以上の軽自動車） 軽減率

電気自動車
燃料電池自動車
天然ガス自動車

75%

ガ
ソ
リ
ン
車

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
17
年

排
ガ
ス
規
制

75
％
低
減

Ｈ 32 年度燃費基準＋ 20％達成
（乗用車）、Ｈ 27 年度燃費基準
+35％達成（軽貨物）

50%

Ｈ 32 年度燃費基準達成（乗用
車）、Ｈ 27 年度燃費基準 +15％
達成（軽貨物）

25%

スイッチOTC医薬品とは 5年間
期間限定

※貸付要件などの詳細は教育総務課（６２−３６９１）へお問い合わせください。

注意
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子
ど
も
と
妊
婦
の
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
取
り
組
み
を
求
め
る

陳
情

　陳情とは、市議会に対し、直接市政について要望ができる制度で、「請願」は紹介議
員が必要ですが、「陳情」は紹介議員がいなくても提出できます。
　袖ケ浦市では、本会議前の議会運営委員会で、陳情を審議するかどうかを決定します。
また、審議のために所管の常任委員会で陳情人による願意の説明が必要です。

　請願や陳情に対する議会の意思決定は、通常「採択」か「不採択」しかありませんが、
内容（願意）は十分に理解できるが、実現性の面で確信が持てないと予想される場合など
に採られる決定方法です。

　

特
に
子
ど
も
と
妊
婦
の
受
動
喫
煙
を
防

止
す
る
た
め
、
以
下
に
つ
い
て
啓
発
や
条

例
制
定
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

◆
通
学
路
、
公
園
、
駅
周
辺
道
路
等
の
受

動
喫
煙
を
無
く
す
。

◆
自
動
車
内
の
受
動
喫
煙
を
無
く
す
。

◆
飲
食
店
だ
け
で
な
く
来
店
者
の
協
力
も

得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、
質
疑
の

の
ち
、
委
員
か
ら
、
「
タ
バ
コ
は
喫
煙
者

は
も
と
よ
り
、
周
囲
の
人
の
健
康
に
も
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
否
定
す
る
理

由
は
な
い
が
、
条
例
制
定
し
て
も
実
効
性

の
あ
る
条
例
と
は
な
ら
な
い
。
陳
情
人
が

求
め
る
条
例
制
定
に
は
疑
義
が
生
じ
る
た

め
、
受
動
喫
煙
防
止
と
い
う
本
陳
情
の
趣

旨
に
つ
い
て
は
賛
成
し
た
い
。
」
と
い
う

趣
旨
採
択
の
動
議
が
出
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
も
趣
旨
採
択
に
対
し
全
員
賛
成
と

な
り
ま
し
た
。

受
動
喫
煙
防
止

陳 情

主
な
委
員
会
質
疑

主
な
内
容

議
会
用
語

趣旨採択（しゅしさいたく）

Q
賛
同
団
体
の
ス
モ
ー
ク
フ
リ
ー

キ
ッ
ズ
と
は
ど
う
い
う
団
体
か
。

A
君
津
市
の
歯
科
医
が
中
心
と
な
り
、

平
成
21
年
か
ら
子
ど
も
と
妊
婦
の
受

動
喫
煙
防
止
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
す
。

Q
条
例
制
定
を
求
め
て
い
る
が
、

他
市
で
条
例
化
さ
れ
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
の
か
。

A
神
奈
川
県
、
兵
庫
県
、
北
海
道

美
唄
市
に
お
い
て
、
公
共
施
設
に
加

え
飲
食
店
を
含
め
た
施
設
を
対
象
に

し
た
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
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内
房
線
沿
線
住
民
の
安
全
と

利
便
性
確
保
を
求
め
沿
線
自

治
体
の
連
携
強
化
に
よ
る
要

請
活
動
を
求
め
る
陳
情

　

以
下
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
へ
決

議
に
基
づ
く
要
請
を
求
め
る
。

◆
警
報
機
、
遮
断
機
が
無
い
踏
切
へ
の
早

急
な
設
置
。

◆
み
ど
り
の
窓
口
廃
止
、
直
営
か
ら
委
託

業
務
へ
の
格
下
げ
、
主
に
早
朝
の
出
改
札

の
駅
社
員
無
配
置
な
ど
合
理
化
に
よ
る
状

況
の
悪
化
を
さ
せ
な
い
、
な
ど
。

　

委
員
会
の
審
議
を
通
し
て
、

市
内
の
内
房
線
沿
線
に
は
警

報
機
、
遮
断
機
が
無
い
踏
切

は
無
く
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
千
葉
支

社
に
対
し
て
、
市
が
様
々
に

交
渉
し
て
い
る
の
で
必
要
が

無
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
極
め
て
公

共
性
が
高
く
、
営
利
を
優
先

し
安
全
性
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

　

市
が
交
渉
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
の
姿
勢
は
極

め
て
不
誠
実
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
陳
情
を
採
択
し
て
い

く
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
考
え
賛
成
す
る
。

　

危
険
な
踏
切
は
、
国
土
交

通
大
臣
が
指
定
を
行
い
、
道

路
管
理
者
、
鉄
道
管
理
者
等

が
連
携
し
て
具
体
的
な
対
策

を
検
討
す
る
仕
組
み
が
で
き

た
。
安
全
装
置
へ
の
対
策
に

つ
い
て
も
市
内
内
房
線
の
13

箇
所
す
べ
て
整
備
済
み
。
防

風
柵
の
設
置
に
つ
い
て
も
市

内
に
お
い
て
防
風
対
策
の
必

要
な
場
所
は
無
い
と
の
市
の

回
答
で
あ
り
、
本
市
に
該
当

し
な
い
内
容
が
多
い
。
市
は

今
後
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
千
葉

支
社
に
対
し
、
利
便
性
向
上

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
な
の
で
、

反
対
す
る
。

Q
市
の
説
明
に
お
い
て
「
更
な
る
利

便
性
の
向
上
」
と
し
て
い
る
が
、
み

ど
り
の
窓
口
の
廃
止
な
ど
「
後
退
さ

せ
ら
れ
た
」
と
す
べ
き
で
は
。

A
多
機
能
券
売
機
で
利
便
性
が
向

上
し
た
面
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
へ

の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
み
ど
り
の
窓

口
の
設
置
は
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
側
で

は
利
用
者
の
増
を
必
要
と
し
て
お
り
、

袖
ケ
浦
駅
海
側
や
椎
の
森
工
業
団
地

と
い
っ
た
街
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら

利
用
者
の
増
を
図
り
、
粘
り
強
く
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

Q
柳
町
踏
切
に
つ
い
て
、
改
正
踏

切
道
改
良
促
進
法
に
基
づ
い
た
指
定

は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
今
後

の
対
策
は
。

A
指
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国

土
交
通
省
が
公
表
し
た
、
緊
急
に
対

策
の
検
討
が
必
要
な
踏
切
と
し
て
、

踏
切
安
全
通
行
カ
ル
テ
に
は
載
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社

と
協
議
し
て
安
全
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

内
房
線
の
踏
切
対
策

安
全
と
利
便
性
の
確
保

内
房
線
踏
切
対
策 

陳
情　

  

討
論

主
な
内
容

主
な
委
員
会
質
疑

賛成
討論

反対
討論

※
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
千
葉
支
社
を「
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
」と
表
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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　議会では、より詳しい審議をするために、３つの常任委員会に議案
を付託し審査しています。
　12月定例会では、議案14件と陳情２件が各常任委員会にて審査され
ました。以下は、議案審査内容の抜粋です。会議録は、ホームページ
で３月頃に掲載する予定です。

　

国
が
行
う
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給

付
金
へ
の
対
応
や
、
小
規
模
保
育
事

業
負
担
金
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
等
の
増
額
補
正
、
河
川
護

岸
改
修
や
博
物
館
等
一
部
設
備
補
修

な
ど
を
含
む
一
般
会
計
の
補
正
予
算

（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
２
１

１
万
９
千
円
の
増
額
）
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

委員会レポート

12
月
13
日
開
催

　
　
　
議
案
４
件

　
　
　
陳
情
１
件

各
種
改
修
な
ど
一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
審
議

Q
人
件
費
の
補
正
に
つ
い
て
は
、

特
別
職
・
議
員
の
期
末
手
当
増
を

含
む
の
か
。

A
含
ま
れ
ま
す
。
（
人
事
院
勧

告
に
よ
る
民
間
給
与
と
の
差
額
調

整
に
よ
る
も
の
）

Q
台
風
等
の
被
害
を
受
け
た
河

川
は
、
現
在
ま
だ
危
険
性
が
排
除

さ
れ
て
い
な
い
状
態
か
。

A
松
川
に
つ
い
て
大
型
土
の
う

で
処
置
し
て
被
害
が
出
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、
補
正
予
算
で

根
本
的
な
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

Q
椎
の
森
工
業
団
地
の
雨
水
管

整
備
に
お
け
る
増
額
の
理
由
は
。

A
当
初
は
、
工
事
で
発
生
し
た

土
を
利
用
し
て
、
管
の
周
り
を
埋

め
戻
す
予
定
で
し
た
が
、
締
め
固

め
ら
れ
な
い
性
質
の
土
だ
っ
た
た

め
購
入
土
へ
変
更
し
ま
し
た
。

Q
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
増
額
の
内
容
は
。

A
多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
補
助
制
度
拡
充
に
よ
る
も
の

で
す
。

Q
博
物
館
の
補
修
内
容
は
。

A
浄
化
槽
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部

品
、
空
調
の
補
修
で
す
。
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経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
奨
学
資
金
の
貸
付
け
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
資
格
要
件

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
延
滞
利
率

　

農
畜
産
物
直
売
所
「
ゆ
り
の
里
」

は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
る
新
鮮
で
安

全
な
農
畜
産
物
を
提
供
し
「
地
産
地

消
」
を
促
す
と
と
も
に
、
農
家
経
営

の
安
定
的
発
展
と
地
域
農
業
の
振
興

の
引
下
げ
な
ど
を
行
う
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。
こ
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

12
月
14
日
開
催

　
　
　
議
案
４
件

　
　
　
陳
情
１
件

12
月
15
日
開
催

　
　
　
議
案
６
件

奨
学
資
金
貸
付
条
例
を
改
正

　
　

経
済
的
に
修
学
困
難
な
家
庭
の
負
担
を
軽
減

ゆ
り
の
里　

Ｊ
Ａ
き
み
つ
が
指
定
管
理
を
継
続

Q
改
正
に
あ
た
っ
て
ど
の
様
な

問
題
が
あ
り
、
そ
の
解
決
策
は
。

A
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
が

年
々
上
昇
し
て
お
り
、
生
活
保
護

世
帯
の
子
ど
も
の
高
等
学
校
等
へ

の
進
学
率
が
落
ち
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
大
学
等
の
授
業
料
が

高
騰
し
て
お
り
、
現
在
の
貸
付
金

額
で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況

か
ら
、
他
の
奨
学
金
制
度
の
併
用

を
可
能
と
し
ま
し
た
。

Q
貸
付
金
額
の
増
額
や
給
付
型

制
度
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

A
貸
付
金
額
を
増
額
す
る
よ
り

も
、
他
制
度
と
の
併
用
を
可
能
に

す
る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
選
択
が

Q
業
務
内
容
の
仕
様
書
等
が
変

更
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
評

価
へ
反
映
さ
れ
た
の
か
。

A
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
等
が

市
の
示
し
た
募
集
要
項
、
仕
様
書

と
合
致
し
て
い
る
か
、
将
来
的
に

実
現
可
能
な
の
か
を
審
査
し
ま
す
。

過
去
の
評
価
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
績
と
し
て
加

味
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
物
品
の
調
達
等
に
お
け
る
地

元
企
業
と
の
契
約
状
況
及
び
地
元

雇
用
は
。

A
市
内
の
業
者
で
ま
か
な
え
る

も
の
は
市
内
業
者
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
臨
時
職
員
19
名
の
う
ち

で
き
る
方
が
効
果
的
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
給
付
型
に
つ
い
て

は
、
原
資
が
税
金
で
あ
り
、
一
自

治
体
で
は
効
果
と
成
果
を
図
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
国
ま
た
は
県

に
委
ね
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
入
学
準
備
金
の
支
援
は
で
き

な
い
か
。

A
本
市
の
奨
学
金
は
修
学
資
金

と
し
て
の
位
置
付
け
で
、
併
用
が

可
能
に
な
る
た
め
他
制
度
で
検
討

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

改
正
で
は
修
学
の
す
べ
て
を
支
援

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
広

い
選
択
肢
の
中
で
検
討
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

15
名
が
市
内
の
方
で
す
。

Q
年
度
毎
に
純
利
益
の
35
％
に

相
当
す
る
額
を
市
に
納
入
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
推
移
は
。

A
平
成
24
年
度
は
０
円
、
平
成

25
年
度
は
１
７
３
万
円
、
平
成
26

年
度
は
84
万
円
、
平
成
27
年
度
は

２
２
２
万
円
で
す
。

Q
出
荷
者
の
市
内
、
市
外
の
割

合
は
。

A
平
成
27
年
度
末
の
出
荷
者
４
３

５
人
の
う
ち
２
９
１
人
66
・
９
％

が
市
内
、
１
４
４
人
33
・
１
％
が

市
外
で
す
。
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地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

　
魅
力
あ
る
袖
ケ
浦
へ

　

人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る

中
、
地
域
社
会
を
活
性
化
す
る

た
め
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
各
分
野
に

ま
た
が
る
地
域
活
性
化
施
策
の

調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　平成 28 年 12 月 20 日を
もって任期満了となる教育
委員会委員の福島友子氏の

再任が、12 月定例会において全員賛成で同
意されました。任期は平成 28 年 12 月 21 日
から 4 年です。

　前任の伊藤鉄夫氏の任期
満了に伴い、９月定例会に
おいて新たに深井明氏が人

権擁護委員に推薦され、全員賛成で同意さ
れました。任期は平成 29 年 1 月 1 日から 3
年です。

平成 28 年 11 月 1 日発行第 168 号に誤りがありました。
11 ページに掲載したカフェドぎかいの視察に来市いただいた市は、石川県美濃市ではなく、
正しくは「石川県能美市」です。訂正しお詫びいたします。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
環
境
・
災
害
や

　
自
然
災
害
に
対
応

　

工
業
地
帯
の
環
境
・
災
害
に

対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、
近
年

頻
発
し
て
い
る
地
震
や
大
雨
な

ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
策
強
化

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
た

め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

委
員
長　
　

粕
谷　

智
浩 

副
委
員
長　

山
口　

進　

委
員　
　
　

在
原　

直
樹

　
　
　
　
　

小
国　

勇

　
　
　
　
　

緒
方　

妙
子

　
　
　
　
　

篠
原　

幸
一

　
　
　
　
　

励
波　

久
子

　
　
　
　
　

笹
生　

猛

　
　
　
　
　

阿
津　

文
男

　
　
　
　
　

塚
本　

幸
子   

地域活性化推進特別委員会を新設

人 事 案 件
教育委員会委員に
福
ふ く

島
し ま

友
と も

子
こ

氏が再任
人権擁護委員に

深
ふ か

井
い

明
あきら

氏

お詫びと訂正

環境・災害対策特別委員会も継続して設置

委
員
長　
　

笹
生　

典
之

副
委
員
長　

山
下　

信
司

委
員　
　
　

根
本　

駿
輔

　
　
　
　
　

鈴
木　

憲
雄

　
　
　
　
　

佐
久
間　

清

　
　
　
　
　

前
田
美
智
江

　
　
　
　
　

長
谷
川
重
義

　
　
　
　
　

佐
藤　

麗
子

　
　
　
　
　

篠
﨑　

典
之

　
　
　
　
　

渡
辺　

盛

地
域
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会

環
境
・
災
害
対
策
特
別
委
員
会
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議　案　等

議
決
結
果

付
託
委
員
会

根
本
　
駿
輔

山
口
　
　
進

山
下
　
信
司

粕
谷
　
智
浩

在
原
　
直
樹

小
国
　
　
勇

笹
生
　
典
之

緒
方
　
妙
子

篠
原
　
幸
一

鈴
木
　
憲
雄

佐
久
間
　
　
清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

励
波
　
久
子

佐
藤
　
麗
子

笹
生
　
　
猛

榎
本
　
雅
司

阿
津
　
文
男

塚
本
　
幸
子

福
原
孝
彦（
議
長
）

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
　
　
盛

特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例及
び市議会議員の議員報酬等に
関する条例の一部を改正する
条例の制定

原案
可決

総
務 ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ − ● ○

平成 28 年度一般会計補正予算
（第３号）

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ − ● ○

平成 28 年度介護保険特別会計
補正予算（第２号）

原案
可決

文
教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ − ● ○

内房線沿線住民の安全と利便
性確保を求め沿線自治体の連
携強化による要請活動を求め
る陳情

不
採択

総
務 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● − ○ ●

◆議長は、地方自治法第１１６条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。
◆受動喫煙の陳情は、委員会の審査結果である趣旨採択に対して賛否を採決しています。

 ○＝原案賛成  ●＝原案反対




平成 28 年 12 月定例会の議決結果

　12 月定例会では、議案 16 件、陳情２件、発議案２件について議決し、すべての議案について原案の
とおり可決されました。そのうち賛否が分かれた案件は４件でした。

◆全会一致で原案可決・同意・趣旨採択された主な議案◆
○税条例等の一部を改正する条例の制定
○一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
○国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
○自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
○都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定
○奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定
○農畜産物直売所の指定管理者の指定
○平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
○平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
○平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
○平成28年度水道事業会計補正予算（第１号）
○教育委員会委員の任命（福島友子氏（再任））
○子どもと妊婦の受動喫煙を防止する取り組みを求める陳情書（趣旨採択）
○地域活性化推進特別委員会の設置
○環境・災害対策特別委員会の設置

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.lg.jp　　議会事務局　☎（６２）３４５０

◆賛否が分かれた案件◆

▲議決結果は
こちらから
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校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
使
う
教

職
員
の
立
場
か
ら
は
十
分
に
活

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
大
切

だ
と
考
え
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
た
導

入
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
各
機

能
の
連
携
に
よ
り
、
出
席
簿
を

手
書
き
し
て
い
た
り
、
成
績
処
理
や

保
健
管
理
な
ど
の
各
業
務
ご
と
で
個

別
に
名
簿
を
作
成
し
て
い
た
も
の
が
、

全
て
電
子
上
で
一
元
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
で
き
る
こ
と
が
効
果
で
す
。

　

配
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
既
に
導
入

し
て
い
る
先
進
市
や
、
導
入
を
予
定

し
て
い
る
近
隣
市
の
状
況
、
活
用
実

績
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
シ
ス
テ

ム
の
効
率
性
や
操
作
性
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
配
慮

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
道
三
箇
横
田
線
の
整
備
状
況

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

本
年
度
に
お
い
て
は
、
国
庫
補

助
金
の
交
付
額
が
減
額
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
計
画
を
変
更
し
、
現
在
、

地
盤
の
改
良
工
事
と
道
路
舗
装
工
事

を
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

用
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
関
係

地
権
者
と
引
き
続
き
交
渉
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
今
後
の
予
定
は
、
Ｈ
31

年
度
ま
で
の
１
期
１
工
区
の
完
成
を

目
標
と
し
、
補
助
金
が
確
実
に
交
付

さ
れ
る
よ
う
国
や
県
に
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

一般質問市政を問う

一般質問

市政を問う1010
が
人人

　一般質問とは、市政のあらゆる疑問について、本
会議の場で、市に対し議員が質問や提案を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約し、作成した原稿を、登壇順
に掲載しています。未掲載の内容も含め、一般質問の
様子をホームページで録画配信中ですのでご覧ください。
　会議録は３月頃掲載予定です。

　
佐
久
間
　
清
　
議
員
　（
開
政
ク
ラ
ブ
）

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
主
要
道
路
等
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

主
要
道
路
等
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

Q

Q

A

A

各議員のQRコードから一般質問の映像が閲覧できます。
会議録はホームページのほか、市役所２階の市政情報室や中央図書館、
おかのうえ図書館でも閲覧できます。 袖ケ浦市議会 検索

会議録はこちらから　
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事
業
者
を
登
録
す
る
と
と
も
に
研
修

を
実
施
し
、
Ｈ
29
年
４
月
の
事
業
開

始
を
目
指
し
ま
す
。

「
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
」
は
有
償
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、

利
用
者
負
担
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

う
。

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
適
切

な
負
担
額
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
経
済
的
困

窮
だ
け
で
な
く
、
人
や
地
域
と

の
関
係
が
途
切
れ
て
し
ま
う
人
も
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
地
域
住
民
の
お

互
い
さ
ま
の
関
係
を
築
く
た
め
、
地

域
団
体
の
活
動
や
自
治
会
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
等
へ
の
加
入
促
進
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

免
許
返
納
制
度
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

返
納
後
に
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
な
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
の
で
は
と
い
う
不
安
を
抱

く
と
は
思
い
ま
す
が
、
「
二
つ
の
視

点
の
取
組
み
」
か
ら
、
自
主
返
納
制

度
の
周
知
を
図
り
、
高
齢
者
が
当
事

者
と
な
る
交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
上
で
新

た
な
交
通
施
策
を
実
行
し
て
い

か
な
い
か
。

地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
生

活
交
通
の
確
保
、
持
続
可
能
な

仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
の
取
組
み
方
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

一般質問市政を問う

　
前
田
　
美
智
江
　
議
員
　（
公
明
党
）

　
粕
谷
　
智
浩
　
議
員
　（
新
風
会
）

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
少
子
高
齢
化
社
会
の
諸
問
題
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て

・
高
齢
者
な
ど
へ
の
交
通
施
策
に
つ
い
て

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
利

用
で
き
る
た
め
の
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｈ
29
年
度
に
妊
娠
、
子
育
て
に

関
す
る
総
合
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
こ
こ
に
、
保
健
師
や
社
会

福
祉
士
等
の
専
門
職
員
を
配
置
し
、

相
談
室
を
設
け
て
母
子
の
健
康
や
子

育
て
に
関
す
る
不
安
感
の
解
消
に
努

め
ま
す
。

「
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
」
の
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

家
族
等
か
ら
十
分
な
家
事
・
育

児
な
ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な

い
母
親
等
に
対
し
て
、
訪
問
介
護
事

業
者
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
を
有
償
で
派
遣

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
今
年
度
中
に
受
託
意
向
の
あ
る

高
齢
者
の
事
故
の
状
況
は
。

Ｈ
23
年
か
ら
27
年
に
お
け
る
本

市
の
交
通
事
故
死
者
数
は
17
名

で
、
内
５
名
が
高
齢
者
で
す
。
割
合

は
約
29
％
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
施
策
は
。

高
齢
者
対
象
の
交
通
安
全
教
室

で
道
路
横
断
時
、
自
転
車
乗
車

時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
」
取

組
み
と
、
体
験
型
講
習
会
を
開
催
し
、

運
動
能
力
、
適
応
判
断
能
力
な
ど
が

加
齢
と
と
も
に
低
下
し
て
い
る
な
ど

自
ら
の
身
体
的
な
機
能
の
変
化
を
自

覚
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
た
指
導
、
助
言
を
行
う
な
ど
「
交

通
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
」
と
い
う

「
二
つ
の
視
点
の
取
組
み
」
を
推
進

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
を
！

高
齢
者
な
ど
へ
の
交
通
施
策
に

つ
い
て

Q

QQ

Q

QQ

QQ

A

AA

A

A

AA

A

生
活
困
窮
問
題
と
地
域
互
助
に

つ
い
て
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一般質問市政を問う

危
険
な
外
来
生
物
・
有
害
鳥
獣

対
策
に
つ
い
て
。

危
険
な
外
来
生
物
は
周
知
、
早

期
駆
除
に
努
め
、
有
害
鳥
獣
対

策
で
は
、
対
策
実
施
隊
の
設
置
、
わ

な
猟
免
許
取
得
補
助
を
行
い
、
対
策

講
習
会
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

長
浦
駅
で
被
害
を
及
ぼ
す
ハ
ト

へ
の
対
応
は
。

現
地
調
査
を
行
い
、
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

伐
採
し
た
枝
木
は
以
前
と
同
様

の
回
収
方
法
か
。
他
の
方
法
を

検
討
し
な
い
か
。

指
定
袋
に
入
ら
な
い
物
は
粗
大

ご
み
と
し
て
今
後
も
有
料
収
集

で
行
い
ま
す
。

対
象
は
１
歳
未
満
３
回
接
種
だ

が
、
短
期
間
に
接
種
す
る
乳
児

へ
の
対
応
は
。

保
護
者
へ
の
通
知
、
ポ
ス
タ
ー
、

医
療
機
関
で
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
鈴
木
　
憲
雄
　
議
員
　（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
緒
方
　
妙
子
　
議
員
　（
公
明
党
）

・
大
規
模
開
発
の
現
況
と
そ
の
税
収
効
果
に

つ
い
て

・
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

・
環
境
整
備
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

椎
の
森
工
業
団
地
整
備
事
業
の

現
況
と
税
収
に
つ
い
て
伺
う
。

１
期
地
区
は
整
備
が
完
了
し
、

12
社
が
操
業
中
で
す
。
２
期
地

区
は
Ｈ
29
年
度
分
譲
開
始
に
向
け
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
税
収
は
推
計

値
で
、
両
地
区
合
計
、
年
間
約
５
億

１
千
700
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
、
固
定
資
産
税

等
税
収
に
関
わ
る
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

第
１
工
区
の
税
収
は
、
Ｈ
27
年

度
約
４
千
600
万
円
で
、
対
前
年

度
約
４
千
400
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

第
２
工
区
土
地
分
の
Ｈ
29
年
度
試
算

税
収
は
約
４
千
500
万
円
で
す
。
ま
た
、

計
画
人
口
が
全
て
居
住
し
た
場
合
、

個
人
市
民
税
が
１
億
円
を
超
え
る
見

込
み
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
設
置
目

的
は
。

空
き
家
の
有
効
活
用
、
空
き
家

状
態
の
解
消
と
適
正
管
理
を
促

す
た
め
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
促
進
策
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
。

周
知
に
取
り
組
み
、
必
要
に
応

じ
て
運
用
状
況
に
よ
り
補
助
制

度
等
も
検
討
し
ま
す
。

空
き
家
等
対
策
推
進
の
た
め
、

自
治
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
や

権
限
が
加
え
ら
れ
た
。
本
市
の
対
応

は
。

対
策
計
画
で
不
適
切
な
空
き
家

の
基
準
や
改
善
措
置
の
手
続
き

を
定
め
ま
す
。

空
き
地
や
道
路
脇
の
雑
草
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。

所
有
者
へ
は
通
知
と
指
導
を
、

市
道
の
除
草
は
年
１
回
行
っ
て

い
ま
す
。
交
差
点
付
近
は
適
宜
対
応

し
ま
す
。

大
規
模
開
発
の
現
況
と
税
収

効
果
に
つ
い
て

環
境
整
備
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
に
つ
い
て

QQ

Q

QQQQ

QQQ

AA

A

AAAA

AAA

本
市
の
犯
罪
の
発
生
状
況
を
伺

う
。

Ｈ
14
年
の
１
千
758
件
か
ら
昨
年

は
544
件
に
減
少
し
、
全
体
の
約

４
分
の
３
が
窃
盗
犯
で
す
。

防
犯
対
策
の
現
状
と
今
後
の
取

組
み
を
伺
う
。

自
主
防
犯
組
織
等
市
民
に
よ

る
活
動
の
支
援
、
拡
大
を
図
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
防
犯
体
制

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

防
犯
ボ
ッ
ク
ス
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

県
が
全
国
初
の
試
み
と
し
て
、

Ｈ
25
年
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
敷
地
内

に
設
置
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
３
名
を
配
置

し
、
侵
入
盗
の
減
少
な
ど
に
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
設
置
を
検
討

し
ま
す
。

防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

QQQ AAA
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一般質問市政を問う

内
容
は
、
居
住
地
や
本
市
の
知

名
度
等
５
項
目
。
回
答
は
284
名

か
ら
い
た
だ
き
、
見
え
た
課
題
は
飲

食
店
の
割
引
き
等
の
サ
ー
ビ
ス
、
飲

食
店
や
観
光
マ
ッ
プ
の
配
布
を
希
望

す
る
も
の
で
し
た
。

宿
泊
場
所
の
問
題
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
。

宿
泊
に
関
し
て
の
デ
ー
タ
は
。

Ｈ
25
年
の
調
査
で
は
、
開
催
２
日

間
で
269
名
が
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

既
存
の
事
の
組
み
替
え
で
最
大

限
の
効
果
を
出
す
提
案
を
し
て

い
る
。
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
等
と
も
っ
と

情
報
交
換
を
行
い
、
万
博
を
市
の
活

性
化
方
策
に
繋
げ
る
こ
と
が
必
要
だ

が
ど
う
考
え
る
か
。

主
催
者
側
と
情
報
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
万
博
を
活
用
し
た
活

性
化
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
笹
生
　
猛
　
議
員
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
励
波 

　
久
子
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

・
氣
志
團
万
博
を
活
用
し
「
袖
ケ
浦
市
を
元

気
に
す
る
」
取
組
み
へ
向
け
て

・
保
育
・
幼
児
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｈ
28
年
の
万
博
は
、
有
志
に
よ

る
袖
ケ
浦
駅
へ
の
顔
出
し
パ
ネ

ル
の
設
置
、
市
と
し
て
来
場
者
へ
の

聞
き
取
り
等
、
新
た
な
取
組
み
を
行

っ
た
が
、
そ
の
成
果
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

会
場
内
出
店
は
10
店
舗
、
２
日

間
で
約
950
万
円
の
売
り
上
げ
、

市
内
宿
泊
は
調
査
９
箇
所
で
満
室
、

駅
周
辺
の
コ
ン
ビ
ニ
４
店
は
か
な
り

の
利
用
者
が
あ
り
、
本
市
の
知
名
度

向
上
や
経
済
的
効
果
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

既
存
の
効
果
は
認
め
る
が
、
来

場
者
数
を
考
え
る
と
不
十
分
だ

と
思
う
。
「
袖
ケ
浦
駅
の
南
側
に
人

が
行
か
な
い
」
市
は
こ
こ
に
目
を
向

け
る
べ
き
。
実
施
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

何
が
見
え
る
か
。

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
今
年

度
中
に
見
直
す
と
し
て
い
る
が
、

国
の
保
育
、
幼
児
教
育
の
段
階
的
無

償
化
の
方
向
性
が
あ
る
中
で
、
値
上

げ
す
べ
き
で
な
い
。
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
の
か
。

近
隣
市
の
状
況
や
国
が
進
め
て

い
る
幼
児
教
育
無
償
化
の
取
組

み
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
検
討

し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
も
、
仕
事
を
し
て
い

る
保
護
者
が
い
る
。
保
育
料
が

上
が
る
な
ら
選
択
肢
は
幼
稚
園
で
な

く
保
育
所
に
な
り
逆
に
待
機
児
童
を

増
や
す
こ
と
に
な
る
。
保
育
料
の
見

直
し
は
問
題
。
ま
た
定
員
割
れ
を
し

て
い
る
か
ら
施
設
を
無
く
す
の
で
は

な
く
、
浦
安
市
の
よ
う
に
市
立
幼
稚

園
で
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
一
時
預

か
り
事
業
を
す
る
な
ど
活
用
す
べ
き
。

氣
志
團
万
博
を
検
証
し
新
た
な

活
性
化
の
取
組
み
へ

「
あ
る
モ
ノ
活
用
」
で
最
大
限
の

効
果
を

今
井
・
中
川
幼
稚
園

保
育
料
値
上
げ
し
な
い
で
！

QQ

QQ

A

A

A

今
井
幼
稚
園
は
廃
止
せ
ず
別
の
場
所

に
建
て
替
え
存
続
さ
せ
な
い
か
。

施
策
の
第
一
目
標
の
子
育
て
環

境
を
い
か
に
す
る
か
総
合
的
に

見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
幼
稚
園

統
合
に
よ
り
教
育
の
質
や
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
１
園
体
制
で
運

営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ち
ょ
う
通
り
と
市
道
神
納
橘

線
の
交
差
点
で
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
が
あ
る
が
、
見
通
し
が
悪

く
、
交
通
量
も
多
く
危
険
。
市
長
が

先
頭
に
立
っ
て
県
警
と
交
渉
し
、
働

き
か
け
な
い
か
。

適
切
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
警

察
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
協

議
の
結
果
を
促
進
で
き
る
よ
う
し
っ

か
り
と
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

AA Q 信
号
機
設
置
を
働
き
か
け

安
全
に
渡
れ
る
横
断
歩
道
に

QQ AA
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一般質問市政を問う

る
の
で
は
。
成
果
を
求
め
ず
低
コ
ス

ト
運
用
す
る
の
か
、
あ
く
ま
で
も
成

果
を
求
め
る
の
か
、
ど
ち
ら
も
考
え

方
と
し
て
有
り
得
る
と
思
う
が
、
方

針
は
。事

業
と
し
て
行
う
以
上
、
成
果

を
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

実
質
的
な
待
機
児
童
と
言
え
る

入
所
待
ち
児
童
の
市
全
体
の
直

近
の
数
は
。

12
月
１
日
現
在
、
市
全
体
で
138

人
で
す
。

子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に
お
け
る
、

Ｈ
30
年
度
長
浦
地
区
の
保
育
定

員
150
人
確
保
の
見
通
し
は
。

現
在
、
新
た
な
認
可
保
育
園
の

設
置
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
篠
﨑
　
典
之
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　
根
本
　
駿
輔
　
議
員
　（
新
風
会
）

・
公
共
交
通
網
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て

・
火
葬
場
の
共
同
建
設
に
つ
い
て

・
オ
ス
プ
レ
イ
の
木
更
津
整
備
拠
点
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

・
幼
児
保
育
の
ニ
ー
ズ
予
測
に
対
す
る
確
保

方
策
に
つ
い
て

高
齢
者
増
の
中
、
交
通
弱
者
の

た
め
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な

ど
、
公
共
交
通
網
の
整
備
拡
充
を
真

剣
に
検
討
、
実
施
す
べ
き
。
現
状
を

ど
う
考
え
る
か
。

特
に
平
岡
、
中
川
・
富
岡
地
区

の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
を
上

回
り
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
も
増
え
る

見
込
み
で
す
。
過
去
に
は
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運

行
や
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
持
続
可
能

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け

さ
ま
ざ
ま
に
調
査
研
究
中
で
す
。

玄
関
先
か
ら
送
迎
す
る
デ
マ
ン

ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
自

治
体
と
し
て
実
施
し
な
い
か
。

平
川
地
区
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
実
証
運
行
の
結
果
、
利
用

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、
た

だ
「
他
の
自
治
体
が
や
っ
て
い

る
か
ら
始
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
存
在
意
義
と
方
向
性
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

既
存
不
動
産
市
場
か
ら
ど
う
差
別
化

す
る
の
か
。

市
が
介
在
す
る
こ
と
で
安
心
し

て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
や
、

建
物
状
態
や
立
地
条
件
か
ら
市
場
に

評
価
さ
れ
な
い
物
件
の
受
け
皿
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

契
約
を
行
う
の
は
仲
介
業
者

で
、
市
が
責
任
を
持
つ
わ
け
で

は
な
い
。
安
心
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
。
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
市
場
価
値
が
無
い
物

件
と
い
う
こ
と
か
。

利
活
用
が
可
能
な
空
き
家
全
て

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。

利
活
用
が
十
分
に
可
能
な
物
件

は
既
存
の
市
場
で
カ
バ
ー
で
き

市
と
し
て
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

実
施
の
検
討
を

既
存
不
動
産
市
場
が
あ
る
中
で

空
き
家
バ
ン
ク
の
意
義
は

QQ

Q

QQ

QQ

AA

A

AAA

A

長
浦
地
区
の
保
育
施
設
確
保
計
画
の

状
況
は

が
伸
び
ず
、
収
支
率
も
非
常
に
低
い

た
め
、
持
続
不
可
能
と
判
断
し
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

平
川
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実

証
運
行
と
同
時
期
に
運
行
を
開

始
し
た
君
津
市
で
は
、
約
３
千
万
円

か
け
、
き
め
細
か
い
運
行
努
力
を
し

て
い
る
。
本
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
行
デ
マ

ン
ド
へ
の
補
助
は
、
約
150
万
円
。
平

川
地
域
以
外
の
実
証
運
行
も
し
て
い

な
い
。
実
証
運
行
廃
止
時
に
他
市
と

の
比
較
検
討
を
し
た
の
か
。

比
較
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

既
に
路
線
バ
ス
の
維
持
に
４
千

万
円
支
出
し
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
へ

の
影
響
な
ど
も
含
め
総
合
的
に
考
え

ま
し
た
。
終
了
を
即
決
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
川
地
域
以
外
は
実
証
運
行
も

し
て
い
な
い

QA
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一般質問市政を問う

　
山
口
　
進
　
議
員
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
市
道
い
ち
ょ
う
通
り
の
騒
音
、
振
動
対
策

に
つ
い
て

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
や

農
業
大
学
校
の
受
講
生
に
対
す

る
補
助
金
の
交
付
、
本
年
度
か
ら
国

の
青
年
就
農
給
付
金
を
活
用
し
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作

成
や
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
に

よ
り
、
中
心
と
な
る
経
営
体
の
確
保

を
図
っ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
木

更
津
市
や
市
原
市
で
行
っ
て
い

る
、
国
の
補
助
事
業
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
農
家
へ
の
防
護
柵
設
置
の
補

助
事
業
を
、
本
市
で
も
実
施
し
な
い

か
。

駆
除
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
地
域
で
有
害
鳥
獣
対

策
講
習
会
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て

農
業
振
興
で
市
の
活
性
化
と
発
展
を

QQ AA

わたしたちが新しい議会広報特別委員会委員です

　新しい委員となって初めての議会だよりの発行となります。
　みなさまが読みやすいよう、余白やタイトルに気を付けて編集しましたが、少しでも読みやすく、
わかりやすくなったでしょうか。
　今後は、ホームページ等にも議会の情報を充実させるよう努力していきます。
　皆様のご意見、ご感想をぜひお寄せください。

議会事務局メールアドレス：sode32@city.sodegaura.chiba.jp

（前列）　【委員長】佐藤 麗子　　【副委員長】山下 信司

（後列）　根本 駿輔　塚本 幸子　励波 久子　緒方 妙子　鈴木 憲雄

お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
効
果
を
見

極
め
て
い
き
ま
す
。

農
畜
産
物
直
売
所
の
改
修
に
つ

い
て
、
現
在
休
憩
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
場
所
を
売
り
場
に
拡
張

す
る
計
画
の
よ
う
だ
が
、
新
た
に
休
憩

所
を
設
置
す
る
計
画
は
な
い
か
。

市
の
産
業
振
興
の
拠
点
の
一
つ

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
現
在
協

議
を
し
て
い
ま
す
。

騒
音
振
動
対
策
と
し
て
道
路
面

の
改
修
、
大
型
車
交
通
規
制
は

で
き
な
い
か
。

道
路
改
修
に
つ
い
て
は
、
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
Ｈ
29
年
度
以

降
に
実
施
予
定
で
す
。
交
通
規
制
に

つ
い
て
は
環
境
測
定
の
結
果
な
ど
踏

ま
え
た
上
で
、
今
後
の
方
向
性
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

QQ AA い
ち
ょ
う
通
り
の
騒
音
振
動
対
策
を
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　議会を初めて傍聴するという方にもたくさん来
ていただき、ありがとうございました。
　当日のセミナーは現地集合だったため、議場の
場所がわからなかったり、自由に傍聴できること
を知らなかったりと、案内やＰＲ不足を痛感しまし
た。
　傍聴の方から「初めて議会を見て勉強になっ
た」「市が少しずつ住みやすくなるように感じた」
「わからなかったことが傍聴してわかるように
なったので、今回だけでなく聞かせていただきた
いと思った」など、嬉しいお声をいただきました。

　市庁舎の耐震性能が現行の基準を満たしていないため、
庁舎整備を計画しています。現在基本設計を行っています
が、市議会でも、より市民が使いやすい庁舎となるよう、総
務企画常任委員会で所管事務調査を開始しました。
　今回視察した浦安市は、昨年新庁舎が完成したばかりで、
免震構造や、防災拠点としての電源や水の確保、障がい者
団体とのワークショップに基づいたユニバーサルデザインな
ど、大変参考になりました。市議会では今後も調査研究を進
めていきます。

一般質問 傍聴

2020年（着工予定）の
庁舎整備に向け浦安市を視察

総務企画常任委員会

市民会館女性セミナーで

　１月１４日の深夜から１５日にかけて行
われる飽

あき
富
とみ
神社の筒

つつ
粥
がゆ
。県の無形文化

財に指定されています。　
　鍋を火にかけて粉にした米を入れ、
かきまぜながら葦

よし
の筒を入れます。固

くなったところで火から下ろし、幣殿に
て筒を割り、中の粥の量でその年の作
物の豊凶を占う神事です。
　写真は、粥を炊く火を鑽

きり
火
び
でおこし

ているところです。役に選ばれた若い
衆８人が、水

みず
垢
ご
離
り
で体を清めたあと、手

を止めることなく交代しながら檜の棒
を回し続けます。
　地域で一体となって受け継がれる神
事。ぜひ見てみてください。

表紙の写真から

＊一般質問通告一覧表は３月２日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�３月定例会の予定は、２月15日（水）に開催される議会運営委員会で正式決定
されます。詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。
＊請願・陳情の受付は2月13日（月）までです。

日 月 火 水 木 金 土
2／19 2／20 2／21 2／22 2／23 2／24 2／25

2／26 2／27 2／28 3／1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 4／1

3月定例会の予定

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

本会議
10：00～
一般質問受付

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

総務企画
常任委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

春分の日 予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

トピッ スク
12月７日（水）

1月11日（水）


